
幸若かわら版　第１８号　令和元年　５月　１日　　（１）

　

　

　　

語り部の会は隔月（奇数月）第２金曜日です

幸若舞の里づくり会
　　事務局　橋本守行
　　電話090-7746-8689

　第 １８ 号
  令和　元年　５月　１日

   幸 若 か わ ら 版  

第４回総会開催のご案内！ 
  本会の第４回総会（令和元年度）を下記により開催します。   

   日 時  令和元年５月１２日（日）午前１０時～ 

   会 場  越前町生涯学習センター２階会議室 

        ＊岩開・大隆寺住職・木田慧明師のご講演があります。 

         演題「榎本敬次郎氏はなぜ大隆寺に帰依したか」 

        ＊当日年会費 ２、０００円の納入をお願いします。 

令和元年のスタートにあたって 
 
「
平
成
」
に
代
わ
る
新
し
い
元

号
は
、
「
令
和
」
に
決
定
し
た
。

我
々
も
こ
の
機
会
に
、
新
し
い
ス

タ
ー
ト
を
開
始
し
た
い
と
考
え
る
。

 
平
成
十
四
年
「
朝
日
町
幸
若
の

会
」
が
結
成
さ
れ
た
が
、
そ
の
後

県
下
の
伝
統
芸
能
継
承
に
力
を
入

れ
て
い
る
宗
生
流
剣
仕
舞
の
宗
家

に
よ
り
、
平
成
二
十
二
年
に
「
幸

若
舞
」
が
披
露
さ
れ
た
。
「
現
代

幸
若
舞
」
と
い
わ
れ
る
こ
の
舞
は

好
評
で
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
演
じ
ら

れ
て
い
る
。
平
成
二
十
三
年
に
は
、

「
歴
女
の
会
」
を
立
ち
上
げ
、
幸

若
舞
の
連
続
講
座
が
続
け
ら
れ
て

い
る
。
 

 
こ
の
よ
う
な
動
き
の
な
か
で
、

西
田
中
区
長
か
ら
も
、
き
ち
ん
と

し
た
組
織
づ
く
り
の
意
向
が
示
さ

れ
、
平
成
二
十
八
年
五
月
十
五
日
、

「
幸
若
舞
の
里
づ
く
り
会
」
が
設

立
さ
れ
た
。
 

 
会
は
専
門
部
会
を
立
ち
上
げ
、

幸
若
史
跡
案
内
板
作
成
・
幸
若
子

ど
も
教
室
・
幸
若
か
わ
ら
版
発
行
 

を
行
っ
て
き
た
が
、
活
動
を
全
国
的

に
発
信
し
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

を
目
的
と
す
る
活
動
に
は
、
充
分
と

は
言
え
な
い
状
態
で
あ
る
。
 

 
先
日
の
会
議
で
、
橋
本
左
内
は
宝

泉
寺
幸
若
分
家
橋
本
家
十
五
代
で
、

肖
像
画
の
紋
所
は
「
七
五
の
桐
」
で

幸
若
家
の
つ
な
が
り
が
判
る
。
活
動

中
の
偽
名
は
、
桃
井
伊
織
と
名
乗
っ

て
い
た
。
越
前
町
で
は
余
り
知
ら
れ

て
い
な
い
が
幸
若
舞
の
歴
史
で
は

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
事
で
「
幸
若
舞

の
も
つ
貴
重
な
文
化
の
力
を
生
か

す
に
は
、
西
田
中
・
宝
泉
寺
を
核
に

住
民
の
理
解
と
支
え
が
な
い
と
成

功
し
な
い
」
と
の
助
言
が
あ
っ
た
。
 

 
「
令
和
」
の
年
は
、
「
幸
若
舞
」

を
住
民
に
広
く
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
活
動
の
柱
と
な
る
と
思
う
。
就

職
の
時
、
「
越
前
町
は
六
〇
〇
年
前

武
将
や
多
く
の
人
に
共
感
を
与
え

た
幸
若
舞
の
発
祥
地
で
す
」
と
い
え

る
だ
け
の
歴
史
を
「
幸
若
舞
」
は

持
っ
て
い
る
。
 

 
広
報
え
ち
ぜ
ん
の
表
紙
の
幸
若

舞
を
舞
う
子
ど
も
た
ち
の
真
剣
な

ま
な
ざ
し
に
応
え
る
心
を
持
ち
な

が
ら
新
元
号
「
令
和
」
の
活
動
の
第

一
歩
を
ス
タ
ー
ト
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

澤﨑博 

副会長 
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山口顧問による幸若講座（歴女の会）は毎月最終金曜日です

平成３０年度 顧問会議を開催 
本会議で出された主要な意見は次の通りです。 

・幕末の志士・橋本左内は影がうすい。幸若の

末裔であることも触れてもっとクローズアップ

すべきである。 

・宝泉寺地区から会員を募るなど「宝泉寺幸

若」にもっと関心を持つべきである。 

・町内各地の神社には、幸若関係の絵馬がたく

さんある。これらも整理記録すべきである。 

・一乗谷朝倉氏遺跡は文化財史跡というよりは

観光地である。幸若舞ももっと観光的なアプ

ローチを検討すべきである。 

・あしもとの町内の若い人たちにもっと浸透を

図るべきである。  

・その他 

 さる４月１２日午前１０時から、

朝日コミュニティセンター会議室

において、３０年度の顧問会議が

開催されました。 

 当日は顧問として、山口先生、

中嶋宗生流会長、打波夫人、孝久

西田中区長の４名が、本会から辻

会長ほか６名が参加しました。 

幸
若
舞
Ｐ
Ｒ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
完
成

 

 
か
ね
て
か
ら
懸
案
で
あ
っ
た
幸
若
舞
の
Ｐ

Ｒ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
朝
日
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
の

ご
協
力
を
得
て
、
平
成
三
十
年
度
事
業
と
し
て
こ

の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。
約
十
五
分
の
短
編
で
内

容
は
次
の
通
り
で
す
。
 

 
①
朝
日
地
区
の
概
要
②
幸
若
舞
の
ル
ー
ツ
③
幸

若
屋
敷
分
布
④
ゆ
か
り
の
史
跡
⑤
大
頭
流
幸
若

舞
⑥
現
代
版
幸
若
舞
そ
の
他
 

 
来
る
五
月
の
本
会
総
会
で
披
露
す
る
と
と
も

に
、
本
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
ｅ
〡
と
こ
朝
日
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
映
像
ア
ー
カ
イ
ブ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
予
定

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

朝日観音梵鐘の音の収録 

幸若ゆかりの 

    案内板設置 

 昨年度に引き続き、今年度も幸若

ゆかりの場所に案内板が越前町商工

観光課により設置されました。今回

は西田中・打波邸および宝泉寺・実

相寺の２ヵ所です。 
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幸若かわら版はe-とこ朝日ホームページにも掲載されています　https://asahi-area-c.net/

幸若佐々生墓地清掃実施 

 
本
年
も
さ
る
四
月
十
四
日
午
前
、
幸
若
佐
々
生
墓
地
の
清

掃
を
実
施
し
ま
し
た
。
 

 
当
日
は
、
辻
会
長
や
山
口
顧
問
、
寺
坂
町
教
育
委
員
長
、
女

性
会
員
三
名
を
含
め
を
は
じ
め
十
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

 
約
一
時
間
の
清
掃
後
、
小
八
郎
家
墓
に
参
拝
、
そ
の
墓
前

で
山
口
顧
問
か
ら
「
幸
若
佐
々
生
墓
地
」
の
全
体
構
成
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
同
墓
地
を
引
き
上
げ
る
頃
か
ら

小
雨
が
降
り
だ
し
ま
し
た
。
 

 
昼
食
は
岩
開
・
大
隆
寺
で
摂
り
ま
し
た
。
同
寺
の
住
職
は

不
在
で
し
た
が
、
山
口
顧
問
か
ら
は
幸
若
末
裔
・
榎
本
敬
次

郎
を
介
し
た
同
寺
と
幸
若
と
の
関
係
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
 

 
ま
た
用
水
紛
争
を
契
機
と
し
た
岩
永
と
開
発
の
合
併
経
緯
、

古
く
か
ら
の
俳
句
結
社
を
中
心
と
し
た
同
地
区
ゆ
か
り
の
文

化
人
の
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。
 

幸若佐々生墓地全体配置図 

大
隆
寺

 

 
榎
本
敬
次
郎
句
碑

 

大
隆
寺
本
堂
説
明

 

小八郎家墓碑参拝と説明 
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例会は隔月（偶数月）第２金曜日です

大
頭
流
幸
若
舞
の
伝
承

 

 
越
前
幸
若
舞
が
幕
末
・
明
治
初
頭
に
途
絶
し
、

越
前
か
ら
派
生
、
遠
く
九
州
に
渡
来
し
た
大
頭

流
幸
若
舞
が
現
在
に
伝
え
ら
れ
保
存
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
、
つ
と
に
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。
先

般
、
大
江
幸
若
舞
保
存
会
長
が
日
経
新
聞
に
寄

稿
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
転
載
し
ま
す
。
 

当面の予定 

大頭流幸若舞 

５月１１日 語り部の会例会   

５月１２日 第４回総会                

５月２４日 第７８回幸若講座         

５月２６日 健康ウォーク 

              午前９時～ 

 

第７６，７７回幸若講座開催 
 第７６、７７回の幸若講座がそれぞれ、３月

２２日、４月２６日に町図書館会議室において

行われました。いずれも「越前幸若舞を知る１

００項」をテキストとして、その２７項、２８

項がその内容となり、幸若家系図と「舞の本」

奥書などが話題となりました。なお２面記事に

ある幸若舞ＰＲ-ＤＶＤの試作版の試写会も行

われ、意見が出されました。 


